
　

定
期
総
会
の
ご
案
内

　
　
　
　
　

東
鷹
同
窓
会
会
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龍　

生

　

(
昭
和
三
三
年
卒)

　

全
国
の
東
鷹
同
窓
会
会
員
各
位
に
は
、

ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い

た
し
ま
す
。
今
年
の
川
渡
り
神
幸
祭
は
、

二
日
間
と
も
例
年
に
な
い
好
天
に
恵
ま

れ
、
二
台
の
御
神
輿
と
色
鮮
や
か
な
バ

レ
ン
に
彩
ら
れ
た
十
一
台
の
山
笠
が
彦

山
川
を
所
狭
し
と
練
り
周
り
、
風
治
八

幡
宮
と
御
旅
所
（
武
徳
殿
）
を
上
下
し

ま
し
た
。
川
土
手
に
は
観
覧
席
が
設
け

ら
れ
、
周
辺
に
は
露
店
が
隙
間
な
く
並

び
、
六
万
近
く
の
人
出
で
大
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。
私
ど
も
が
子
供
の
頃
は
、

御
旅
所
前
広
場
に
サ
ー
カ
ス
や
お
化
け

屋
敷
、
見
せ
物
小
屋
等
が
立
ち
並
ん
で

い
ま
し
た
が
、
今
は
な
く
一
抹
の
寂
し

さ
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
つ
り
IN

田
川
実
行
委
員
会
主
催
の
『
た
が
わ
綱

引
き
選
手
権
』
等
多
彩
な
催
し
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
賑
わ
い
は
昔
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
神
幸
祭
に
合
わ
せ
て
同
期

会
を
催
し
た
学
年
が
あ
っ
た
や
に
聞
い

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
各
支
部
で
総
会
・
懇

親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
会

則
に
よ
り
十
一
月
九
日
（
第
二
日
曜

日
）
に
本
部
同
窓
会
の
定
期
総
会
・
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
番
は
、
全

日
制
は
昭
和
四
七
年
・
四
八
年
卒
、
平

成
三
年
・
四
年
卒
、
定
時
制
は
昭
和
四

八
年
・
四
九
年
卒
、
平
成
四
年
・
五
年

卒
の
諸
君
で
、
永
原
譲
二
幹
事
長
（
昭

和
四
七
年
卒
）
の
下
に
、
例
年
に
な
く

速
い
ペ
ー
ス
で
取
組
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
前
当
番
期
（
福
高
教
人
幹
事

長
）
と
の
き
め
細
か
な
引
き
継
ぎ
の
成

果
と
思
い
ま
す
が
、
会
長
と
し
て
た
い

へ
ん
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
当
番
期
は
、
定
時
制
四
八
年
卒
の
朝

部
壽
君
が
定
時
制
総
括
幹
事
と
し
て
定

時
制
四
学
年
を
と
り
ま
と
め
、
活
発
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
こ
と
も
、
特

筆
す
べ
き
特
色
で
す
。
『
再
会
〜
よ
み

が
え
れ
青
春
〜
』
を
テ
ー
マ
に
、
過
ぎ

去
り
し
青
春
の
あ
の
日
あ
の
時
に
戻
り
、

旧
交
を
温
め
合
う
こ
と
が
明
日
を
切
り

拓
く
糧
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
準
備
が

鋭
意
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
総
会
当
日
、

故
郷
『
田
川
』
の
地
で
の
明
日
へ
と
続

く
皆
様
と
の
再
会
を
願
い
、
全
国
（
海

外
含
む
）
に
散
在
す
る
二
万
四
千
有
余

名
の
会
員
各
位
に
、
第
三
十
八
期
同
窓

会
の
ご
案
内
を
致
し
ま
す
。
多
数
の
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
福
岡
支
部
で
は
福
岡
東
鷹
会

サ
ロ
ン
（
月
例
懇
親
会
）
を
毎
月
第
三

火
曜
日
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
に
お
い
て
、
工

夫
さ
れ
た
支
部
会
員
の
親
睦
及
び
支
部

活
性
化
の
取
り
組
み
が
進
み
、
本
部
会

長
と
し
て
大
い
に
励
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

  

同
窓
会
名
簿
に
つ
い
て
で
す
が
、
本

会
で
は
五
年
毎
に
改
訂
を
し
て
い
ま
す
。

来
春
新
名
簿
を
発
刊
い
た
し
ま
す
が
、

某
業
者
か
ら
本
会
と
は
関
係
の
な
い
調

査
ハ
ガ
キ
が
会
員
各
位
に
届
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
便
乗
商
法
で
す
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
本
会
が
契
約
し
て
い
る

の
は
、
大
分
市
の
『
小
野
高
速
印
刷
』

で
す
。
頒
価
も
四
千
五
百
円
で
す
。
私

の
挨
拶
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
小
野
高

速
印
刷
』
の
調
査
ハ
ガ
キ
に
は
調
査
御

協
力
い
た
だ
き
、
購
入
に
つ
い
て
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
重
ね
て
、

便
乗
商
法
に
は
乗
ら
ぬ
よ
う
ご
留
意
お

願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
員
各
位
の
益
々
の
ご
健

勝
ご
活
躍
と
十
一
月
九
日
（
日
）
定
期

総
会
・
懇
親
会
で
の
再
会
を
祈
念
し
、

挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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